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く,  マイクで観測した混合信号のみから, 目的音声を抽出することが必要とな
る. このような問題は, 一般にブラインド信号分離と呼ばれる.  
特に, 観測信号数が源信号数よりも少ない場合は, 劣決定ブラインド信号分離
と呼ばれ, 困難な問題である. この問題に対して, 源信号のスパース性に基づく
手法が, 近年盛んに研究されている. スパース性に基づいた手法では, 前処理と
して, 信号がよりスパースに表現される基底へ変換することが有効である. 音声
信号は, 時間的, 周波数的に局在していると考えられるので, 時間-周波数解析が
効果的である. 短時間フーリエ変換や離散ウェーブレット変換を用いた手法が提
案されているが, これらは, 解析対象の信号に対して適応的に分解能を設定する
















す. 最後に, シフト不変性をもった複素離散ウェーブレットパケットと, シフト
不変性をもたない複素離散ウェーブレットパケットを比較して, 後者の方が優れ
ていることを示す. 
 
